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四

『詩
經
』

に
於

け
る
魚

の

「興
」
詞

と
そ

の
展
開

に
就

い
て

家

井

眞

一

瓧
會
分
化
と
生
産
手
段
と
が
未
發
展

て
あ

っ
た
古
代
肚
會
に
於
て
は
、
人

々
は

彼
等
の
生
命
を
多
く
自
然
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
彼
等
の
生
活
は
好

む
と
好
ま
ざ
る
と
に
關
わ
ら
ず
、
神

々
を
戴
く
自
然
と
の
密
接
な
關
係
の
中
に
於

て
の
み
成
り
立

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
等
は
彼
等
の
生
活
を
守
り
、
よ
り
豐
か

に
す
る
爲
に
、
呪
力
を
有
す
る
言
靈
に
據

っ
て
綴
ら
れ
た
呪
文
を
武
器
と
し
て
、

自
然
を
彼
等
の
意
志
に
從
屬
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。
呪
文
は
呪
言
に
擦

っ
て
綴
ら

れ
、
呪
言
は
言
靈
信
仰
に
基
く
も
の
で
あ
る
事
は
言
を
俟
た
な
い
。
當
時
の
人

々

の
生
活
は
季
節
の
リ
ズ

ム
の
間
に
た
ゆ
た

っ
て
お
り
、
季
節
季
節
に
は
村

々
の
聖

地
に
於
て
祭
禮
が
行
わ
れ
て
い
た
。
此

の
よ
う
な
祭
禮
に
は
呪
術
的
模
倣
や
演
出

田

行
爲
が
拌
い
、

そ
こ
で
は
非
日
常
的
な
聖
な
る
言
語

(呪
言
)、
聖
な
る
歌

(呪

謠
)
が
使
用
さ
れ
、
日
常
に
使
用
さ
れ

る
俗
な
る
言
語
と
は
嚴
然
と
し
て
區
別
さ

れ
て
い
た
。
聖
な
る
言
語
、
聖
な
る
歌

は
韻
律
を
件
い
、
そ
れ
ら
は
物
理
的
呪
力

を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
祭
禮
に
於
け
る
呪
術
的
模
倣
や
演
出
行
爲

が
、
特
定
の
人

々
の
間
に
構
威
づ
け
ら
れ
、
儀
禮
化
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
又
、

聖
が
俗
の
中
に
解
淌
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
言
靈
の
有
す
る
呪
力
は
薄
ま
り
、
そ

の
意
義
ボ
忘
れ
去
ら
れ
て
も
、
な
お
日
常
語
の
中
に
そ
の
影
を
留
め
て
い
く
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
儀
禮
化
さ
れ
た
段
階
で
は
、
既
に
圭
役
は
禪

々
や
自
然
で
は
な

く
、
そ
れ
に
參
加
す
る
共
同
體
を
構
成
す
る
人
々
で
あ

っ
た
。

一
方
、
そ
れ
は
祭

祀
共
同
體
か
ら
氏
族
共
同
體
へ
の
移
行
で
も
あ

っ
た
。
從

っ
て
呪
言
や
呪
謠
は
既

に
そ
の
呪
力
を
必
要
と
は
認
め
ら
れ
す
、
そ
れ
等
は
昇
華
さ
れ
て
村

々
に
謠
い
繼

が
れ
る
歌
謠
と
爲
り
、
又
馬
儀
禮
歌
と
爲

っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
古
代
歌
謠
に
於
て
も
、
言
靈
の
持
つ
呪
力
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
譯

け
で
は
な
か

っ
た
。

例

え

ば

『詩
經
』
大
雅
蕩
之
什

・
桑
柔
篇
の
終
章
に
は
、

「民
之
未
戻

職
盜
爲
寇

涼
日
不
可

覆
背
善
詈

雖
日
匪
予

既
作
爾
歌
」

と
有
り
、
朱
熹
が

「
則
我
巳
作
爾
歌
矣
、
言
得
其
情
、
且
事
巳
著
明
、
不
可
搶
覆

也
」
と
言
う
如
く
、

「汝
の
爲
に
此
の
歌
を
作

っ
た
か
ら
に
は
、
も
は
や
ご
ま
か

す
事
は
出
來
ぬ
」
と
歌
う
如
く
、
此
の
詩
に
は
ま
た
言
靈
信
仰
に
羇
す
る
確
信
が

あ

っ
た
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
此
の
時
代
で
も
な
お
「詩
」
は
肚
會
に
於
て
物
理
的

"
力
"

を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

『左
傳
』
に
屡

々
見
え
る

「詩
日
」
の
例
か

ら
も
證
し
得
る
事
で
あ
る
。
外
交
に
諫
言
に
、
引
詩
に
據

っ
て
己

の
意
を
述
べ
、

そ
れ
が
亘
言
を
盡
す
よ
り
も
効
果
の
あ
る
事
を
我

々
は
見
る
事
が
出
來
る
。
此
等

の
所
謂

「
引
詩
」

「斷
章
取
義
」
の
持
つ
物
理
的

"力
"
の
そ
の
起
原
は
、
や
は

り
言
靈
信
仰
が
持
つ
言
語

の
呪
力
、
罅
聖
性
に
迄
さ
か
の
ほ
り
得
る
の
で
あ
る
。



●

又
、徐
器
の
王
孫
遺
者
鐘
の
銘
文
に
は
「隹
正
月
初
吉
丁
亥

王
孫
遺
者
羇
其
吉

ア

ど

ム

金

自
乍
飭
鐘

中
(絡
)輯
(翰
)
歔
(且
)趨
(颶
)

元
鳴
孔
皇

用
為
苔

(以
)孝

　

于
我
皇
且
(狙
)文
考

用
聯
鑚
(眉
)露

余
薗
(宏
)弊
(泰
)嬉
犀

數
靉
(畏
認
)

　

　

趨
々

肅
慙
(哲
)聖
武

恵
于
政
徳

愚
(淑
)于
威
義
(儀
)

誨
(謀
)猷
不
(丕
)

む

む

釟
(飭
)

闡
々
赫
鐘

用
區
台
喜

用
樂
嘉
賓
父
膤
(兄
)

及
我
伽
友

余
恁
飾

む

む

む

む

(予
)
心

延
(誕
)永
余
徳

銜
滲
民
人

余
專
均
于
國

蝗
々
趣
々

萬
季
無
誤

　

む

(期
)

渠
萬
孫
子

永
保
鼓
之
」
と
有
り
、
王
孫
遺
者
が
彼
の
皇
租
文
考
の
爲
に

こ
の
鐘
を
作

っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
此

の
銘
文
か
ら
此
の
鐘
が
皇
租
文
考
を
祭

る
儀
禮
に
使
用
さ
れ
た
事
が
明
ら
か
で
あ

る
。
又
、
此
の
銘
文
は
四
字
句

(十
九

句
)
を
中
心
と
し
、
五
字
句
六
字
句

(各

二
句
)、

七
字
句

八
字
句

(各

一
句
)

か
ら
成
る
詩
體
て
あ
り
、
郭
沫
若
氏
に
據
れ
ば
、
協
皇

(
×
印
)
が
陽
部
、
孝
考

壽

(
△
印
)
が
幽
部
、
愚
徳
臥
喜
友
徳
國
趨
誤
子
之

(○
印
)
が
之
部
の
韻
て
あ

る

(『
兩
周
金
文
字
大
系
攷
釋
』)
。
此
の
鐘
に
錣
込
ま
れ
た

此
の
詩
は
、

租
靈
を

祭
る
儀
禮
に
使
用
さ
れ
た
呪
歌
の
形
式
化
し
た
も
の
と
想
嫁
さ
れ
る
。

「越

々
」

に
就
い
て
は
郭
氏
は

「
獪
翼

々
、
大
雅
大
明
、
小
心
翼

々
」
と
言
い
、

「誨
猷
不

臥
」
に
就
い
て
は
「當
讀
爲
謀
猷
不
飭
、
飭
獪
秩

々
也
、
小
雅
巧
言
、
秩
々
大
猷
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
す
る
と
此
等
の
語
句
は
宗
教
に
關
す
る
慣
用
句
で
は
な
い

か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
詩
は
以
上

の
如
く
聖
な
る
空
間
と
時
間
と
の
間
に

釀
成
さ
れ
て
來
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
騨
聖
な
存
在
だ

っ
た
。
從

っ
て
小
雅

節
南
山
之
什
、
巷
伯
篇
の
絡
章
に

「楊
園
之
道

猗
于
畝
丘

寺
人
孟
子

作
爲

此
詩

凡
百
君
子

敬
而
聽
之
」
と
あ

る
の
も
、
詩
の
神
聖
性
を
言

っ
て
い
る
の

に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『詩
經
』
に
於
け
る

「興
」
詞
に
就
い
て
で
あ
る
か
、
『
周
禮
』
春
官
大

師
の
條
に
日
興
、

『
詩

經
』

に
於
け

る
魚

の

「
興
」

飼
と
そ
の
展
開

に
就

い
て

と
有
り
、
鄭
玄
は
此
に

興
者
、
託
事
於
物
、

と
注
し
て
い
る
。

『釋
名
』
釋
典
藝
に
は

興
物
而
作
、
謂
之
興
、

と
有
り
、
朱
熹
は
此
等
を
承
け
、

『
詩
經
集
傳
』

の
關
雎
篇
に
於
て

興
者
、
先
言
他
物
、
以
引
起
所
詠
之
詞
也
、

と
言
い
、
此
等
の
説
が
永
く
定
読
と
し
て
信
し
ら
れ
て
來
た
。
し
か
し
、

「
興
」

似

詞
に
就
い
て
は
我
國
に
於
い
て
近
來
見
る
可
き
も
の
が
多
い
。
私
は

『
詩
經
』
に

於
け
る

「
興
」
詞
は
、
も
と
呪
謠
か
ら
展
開
し
た
呪
詞
で
あ
り
、
そ
の
發
想
の
根

源

に
は
必
ず
古
代
儀
禮
に
於
け
る
習
俗
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
聖
な

る
儀
禮
に
於
け
る
呪
謠
が
、
そ
の
儀
禮
の
紳
聖
さ
を
失
う
と
と
も
に
、
そ
の
有
す

る
意
義
を
も
失

い
、
人

々
が
そ
の
呪
謠
の
眞

の
意
味
を
忘
れ
去

っ
て
も
な
お
、
定

型
化
さ
れ
た
呪
詞
と
し
て
人
々
の
心
に
殘
り
、
謠
い
繼
が
れ
て
絡
い
に
單
に

「
託

事
於
物
」

「
興
物
而
作
」

「
先
言
他
物
、
以
引
起
所
詠
之
詞
也
」
、

と

考
え
ら
れ

る
に
至

っ
た
の
て
あ
る
と
考
え
る
。

『詩
經
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
諸
篇
が
成
立
し
た
時
代
、
當
時
の
生
産
の
主
流

は
農
耕
が
占
め
て
い
た
の
て
あ

っ
て
、
農
耕
瓧
會
で
あ

っ
た
の
て
あ
る
。
で
あ
る

か
ら
穀
物

の
豐
饒
を
所
る
春
の
豫
鯢
儀
禮
、
豐
饒
を
謝
す
る
秋
の
收
獲
儀
禮
は

一

國
を
擧
げ
て
の
祭
禮
で
あ

っ
た
の
て
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
此
の
小
論
に
於
て
獲
魚

儀
禮
、
祭
魚
儀
禮
と
農
耕
儀
禮
と
の
關
係
、
そ
れ
が

『詩
經
』
諸
篇
に
與
え
た
影

響
を
論
し
、
魚
が
古
代
中
國
人
に
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
、
魚
を

「興
」
詞
に

持

つ
諸
篇
が
何
故
に
男
女
の
詩
に
使
用
せ
ら
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
詩
の
展
開
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

三
五
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二

古
代
中
國
に
於
い
て
は
魚
は
吉
詳
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

=

一の
例
を
引
く
な
ら

ば
、

『史
記
』
周
本
紀
に
は
、

武
王
渡
河
、
中
流
白
魚
躍
入
王
舟
中
、
武
王
俯
取
以
祭
、

と
有
り
、
集
解
は
馬
融
の
言
を
引
き

魚
者
介
鱗
之
物
、
兵
象
也
、

と
注
し
て
い
る
。
魚
を
兵
の
象
徴
と
す
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
に
は
此
の
馬

融
の
説
は
附
會
の
読
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
魚
の
有
す
る
性
質
と
し

て
後
に
述
べ
る
が
、
多
産
と
生
命
力

の
強
さ
が
有
る
。
古
人
は
こ
れ
を
以
て
吉
詳

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
漢
代
に
は
忘
却
さ
れ
て
兵
の
多
い
事
の
象
徴
、
周

室
の
繁
榮
の
象
徴
と
解
さ
れ
る
に
至

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
又

「魚
袋
」
に

就
い
て
も
言
え
る
。

『
事
物
紀
原
集
類
』
に
は

實
録
日
、
三
代
以
常
爲
之
、
謂
之
笄

袋
、
魏
易
之
爲
龜
、
唐
高
齟
給
隨
身
魚
、

と
有
り
、
唐
の
高
租
が
魚
袋
の
制
を
始

め
た
と
す
る
。
此
は

『舊
唐
書
』
輿
服
志

に
據
る
記
事
で
あ
り
、
位
階
に
撮

っ
て
金
製
、
銀
製
等
の
區
別
が
有
り
、
此
を
佩

帶
し
て
出
仕
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
魚
形
の
物
を
佩
帶
す
る
と
い
う
習
俗
は

圖

古
く
か
ら
存
在
し
、
例
え
ば
陜
西
省
長
安
縣
張
家
坡
か
ら
出
土
し
た
玉
器
の
中
、

極
め
て
寫
實
的
な
魚
形
の
玉
器
が
發
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
古
代
中
國
人
が
魚

に
呪
力
を
見
い
出
し
、
そ
れ
を
吉
鮮
と
し

て
玉
器
に
造
り
佩
帶
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
魚
袋
を
腰

に
佩
帶
す
る
と
い
う
發
想
の
起
原
は
随

分
と
古
い
の
で
あ
る
。

『
詩
經
』
に
も
魚
を
謠

っ
て
豐
年
を
言
い
、
戀
愛
、
婚
姻

を
言
い
、
又
、
宴
會
の
盛
大
な
樣
子
を
言

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
今
こ
の
小
論

に
於
て
私
は

『詩
經
』
に
於
て
魚
を
謠
う
諸
篇
と
、
そ
れ
を

「
興
」
詞
に
有
す
る

諸
篇
の
展
開
に
就
い
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

三
六

周
頌
の
潛
篇
に
は

猗
與
漆
沮

潛
有
多
魚

有
鱧
有
鮪

鰈
贈
鯉
鯉

以
享
以
祀

以
介
景
頑

と
あ
り
、
漆
水
及
び
沮
水
で
獲

っ
た
鱧
鮪
鰈
鐺
鰹
鯉
等
の
諸
魚
を
享
祀
し
、
景
頑

を
所
る
と
言
う
。
毛
序
に
は

潛
、
季
多
薦
魚
、
春
獻
鮪
也
、

と
あ
り
、
季
冬
に
は
魚
類
を
薦
め
る
が
、
春
に
は
鮪
を
獻
す
る
と
言
う
。
毛
序
に

據
れ
ば
鮪
は
春
に
獻
ず
る
魚
で
あ
る
事
は
理
解
さ
れ
る
が
、
他
の
五
種
の
魚
に
就

い
て
は
季
冬
に
薦
め
る
魚
で
あ
る
の
か
、
春
に
獻
す
る
魚
な
の
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
。
鄭
玄
は
こ
の
魚
を
薦
獻
す
る
理
由
と
場
所
と
に
就
い
て

多
魚
之
性
定
、
春
鮪
新
來
、
薦
獻
之
者
、
謂
於
宗
廟
也
、

と
注
し
て
い
る
所
か
ら
考
え
る
に
、
そ
の
理
由
は
冬
に
魚
の
性
質
が
安
定
し
、
春

に
鮪
が
初
て
來
る
か
ら
だ
と
言
い
、
魚
を
薦
獻
す
る
場
所
は
宗
廟
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
朱
熹
は
更
に
詳
し
く
こ
の
詩
は

月
令
、
季
多
命
漁
師
始
漁
、
天
子
親
往
乃
嘗
魚
、
先
薦
寢
廟
、
季
春
薦
鮪
于

寢
廟
、
此
其
樂
歌
也
、

て
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
何
故
に
魚
が
宗
廟
に
祭
ら
れ
る
の
か

ば
明
ら
か
で
は
な
い
。
魚
を
宗
廟
に
祭
る
事
の
理
由
に
就
い
て
は
、

『呂
覽
』
季
春
紀
に

季
春
之
月
、
・・
:
薦
鮪
于
寢
廟
、
乃
爲
麥
所
實
、

と
あ
り
、
鮪
を
宗
廟

に
祭
る
の
は
、
麥
の
爲
め
に
豐
饒
を
所
願
す
る
か
ら
な
の
だ

と
あ
る
。
す
る
と
詩

に

「景
幅
」
と
あ
る
の
は
以
上
の
事
か
ら
、
具
體
的
に
は
穀

物
の
豐
饒
を
う
け
る
事
に
他
な
ら
ぬ
事
が
理
解
し
得
、
魚
を
宗
廟
に
祭
る
の
は
春

に
行
わ
れ
る
新
年
の
爲
の
豫
貎
儀
禮
に
他
な
ら
な
い
事
、
又
、
こ
の
詩
は
そ
の
豫

覗
儀
禮
に
使
用
さ
れ
た
樂
歌
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
。
す
る
と
魚
を
宗
廟
に
祭



っ
て
穀
物
の
豐
饒
を
所
る
の
で
あ
る
な
ら
は
、
必
ず
や
魚
と
穀
物

の
豐
饒
と
の
間

に
は
何
か
し
ら

の
關
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、
祭
魚
に
據

っ

て
穀
物

の
豐
饒
を
所
る
以
上
、
魚
は
穀
物
の
豐
饒
を
齎
す
可
き
呪
力
を
有
し
て
い

る
、
と
古
代
中
國
人
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
に
古
代
中
國
人
は
魚
を
吉
鮮
と
考
え
て
い
た
事
を
述
べ
た
が
、

『呂
覽
』
孟

春
紀
に孟
春
之
月

…
東
風
解
凍
、
執
蟲
始
振
、
魚
上
冰
、
獺
祭
魚
、
候
鴈
北
、

と
あ
る
。

こ
の
文
で
も
魚
は
春
を
告
げ

る
も
の
の
吉
群
と
さ
れ
て
い
る
。
又
、
同

じ
く
季
冬
紀

に
は

季
冬
之
月

・…
命
漁
師
始
漁
、
天
子
親
往
、
乃
嘗
魚
、
先
薦
寢
廟
、

と
あ
り
、
季
多

の
月
に
天
子
自
身
で
魚

を
嘗
め
、
宗
廟
に
供
す
る
と
い
う
登
嘗
儀

禮
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
れ
で
は
何
故
に
魚
を
宗
廟

に
供
し
祭
る
の
か
と
い
う
點
で
あ
る
。

『國
語
』
魯
語
上
に

古
者
大
寒
降
、
土
蟄
發
、
水
虞
於
是
乎
講
瓜
留
、
取
名
魚
、
登
川
禽
、
而
嘗

之
寢
廟
、
行
諸
國
人
、
助
宣
氣
也
、

と
あ
る
。

「宣
氣
」
と
は

『
漢
書
』
律
歴
志
に

正
月
…
…
宣
四
方
之
氣
、
而
出
種
物
也
、
…
…
二
月
…
…
言
陽
氣
洗
物
、
辜

絮
之
也
、
・:
・∴
二
月
・
・
宣
氣
齊
物
也
、

と
あ
る
如
く
、
陽
氣
を
助
け
て
草
木

の
種
子
を
伸
ば
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
て
あ
る
。
魯
語
の
記
載
に
撮

れ
ば
、
春
に
な
る
と
川
澤
の
禁
令
を
掌
る

漁
師
た
る
水
虞
か
、
魚
を
獲
る
網
や
梁

の
使
用
法
を
講
じ
、
大
魚
を
獲
り
、
す

っ

ぽ
ん
等
を
薦

め
、
こ
れ
等
を
宗
廟
に
供

し
祭
り
、
國
人
に
漁
を
解
禁
す
る
の
は
、

ま
さ
に
伸
び
よ
う
と
す
る
陽
氣
を
助
け
る
た
め
な
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
先
の

『呂
覽
』

『漢
書
』
の
記
載
と
考
え
合

わ
せ
る
と
、
明
ら
か
に
魚
は
春
を
告
げ
る

も
の
の
象
徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
さ
に
伸
び
よ
う
と
し
て
い
る
陽
氣
を
助
け
、

『
詩
經
』

に
於
け
る
魚

の

「
興
」

詞
と
そ
の
展
開

に
就

い
て

草
木
の
種
子
の
發
芽
を
順
調
な
ら
し
む
る
呪
力
を
有
し
て
い
る
と
古
代
中
國
人
に

は
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
頃
天
子
は
如
何
な
る
儀
禮
を
行

う
か
を
考
え
る
に
、

『管
子
』
輕
重
巳
に

冬
盡
而
春
始
、

天
子
東
出
其
國
、

四
十
六
里
而
壇
、

服
青
而
続
青
、

摺
玉

惚
、
帶
玉
監
、
朝
諸
侯
卿
大
夫
列
士
、
循
於
百
姓
、
號
日
祭
日
、
犠
牲
以
魚
、

と
あ
る
。
そ
の
記
載
に
據
れ
ば

一
月
に
天
子
自
身
で
そ
の
國
の
四
十
六
里
の
處
に

壇
を
築
き
、
そ
こ
で
行
う
儀
禮
に
樹
し
て
、
犠
牲
に
は
魚
を
用
い
、
か
つ
こ
の
日

を

察

日
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は

一
體
こ
の
壇
は
何

の
爲
の

壇
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
方
の
色
は
青
で
あ
り
、
春
は
東
方
か
ら
吹
く
穀

風
に
よ

っ
て
運
ば
れ
る
が
故
に
青
は
春
の
色
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
故
に
春
を

叫

迎
え
る
た
め
に
天
子
は
國
の
東

に
出
、
青
衣
を
服
し
蒼
玉
を
着
け
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
ま
さ
に
伸
ひ
よ
う
と
し
て
い
る
陽
氣
を
助
け
、
草
木
の
種
子
の
發
芽
を

助
け
る
呪
力
を
有
す
る
魚
を
犧
牲
に
用
い
る
と
あ
る
。
で
あ

る

か

ら
こ
の

『管

子
』
の
文
は
明
ら
か
に
所
年
祭
を
言

っ
た
も

の
で
あ
る
。

『
呂
覽
』
孟
春
紀
に
、

孟
春
之
月

・…
・天
子
居
青
陽
左
个
、
乘
鸞
輅
、
駕
蒼
龍
、
載
青
肪
、
衣
青
衣
、

服
青
玉
、
…
…
立
春
之
日
、
天
子
親
率
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
、
以
迎
春
於
東

郊
、
…
…
天
子
乃
以
元
日
所
穀
于
上
帝
、

と
あ
る
。
天
子
は
立
春
の
日
に
春
を
東
郊
に
迎
え
、
元
日
に
穀
物
の
豐
饒
を
上
帝

に
所
願
す
る
の
で
あ
る
。
先
の

『管
子
』

の
記
載
と
考
え
合
わ
せ
る
と
壇
は
所
年

の
た
め
の

「土
」
に
當
る
事
が
理
解
さ
れ
、
こ
の
文
と

『管
子
』
の
文
と
に
據
れ

ば
、

一
月
に
天
子
自
身
青
衣
青
玉
を
着
け
、
四
十
六
里
の
東
郊
の
地
に
所
年
の
た

め
の

「土
」
で
あ
る
壇
を
築
き
、
そ
こ
で
魚
を
犧
牲
と
し
て
供
し
、
上
帝
に
秋
の

穀
物
の
稔
り
の
多
か
ら
ん
事
を
所
願
す
る
豫
祝
儀
禮
を
行
う
の
で
あ
る
と
い
う
事

然
明
ら
か
に
な
る
。
以
上
の
事
柄
か
ら
魚
は
春
を
告
げ
る
象
徴

で

あ

る

と
同
時

に
、
ま
さ
に
伸
び
よ
う
と
し
て
い
る
陽
氣
を
助
け
る
呪
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

三
七



日
本
中
國
學
會
報

第
二
十
七
集

が
故
に
、
そ
の
呪
力
に
據
り
類
感
呪
術
的
に
穀
物
の
生
長
を
助
成
し
得
る
の
で
あ

る
か
ら
、
所
年
祭
、
收
獲
祭
に
は
そ
の
呪
力
を
有
す
る
魚
を
祭
り
、
年
の
豐
饒
を

所
願
し
、
豐
饒
を
上
帝
に
謝
し
た
の
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
る
。
又
、
『
呂
覽
』

季
春
紀
に
、

季
春
之
月
…
…
是
月
也
、
天
子
乃
薦
鞠
衣
于
先
帝
、
命
舟
牧
覆
舟
、
五
覆
五

反
、
乃
告
舟
備
具
于
天
子
焉
、
天
子
焉
始
乘
舟
、
薦
鮪
于
寢
廟
、
乃
爲
麥
所

實
、

と
あ
る
。
こ
の

『
呂
覽
』
の
記
載
で
は
春
に
行
わ
れ
る
豫
祝
儀
禮
の
衣
第
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
據
れ
ば
、
先
づ
天
子
が
先
帝
に
鞠
衣
を
供
し
、
衣
に

舟
牧
に
命
じ
て
舟

の
準
備
を
さ
せ
、
そ
れ
に
乘

っ
て
天
子
自
ら
魚
を
獲
り
、
最
後

に
そ
の
獲

っ
た
魚
を
宗
廟
に
祭
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
麥
の
實
り
の
多
か
ら
ん
事
を

所
願
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
柄
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
魚
は
春
を
告

げ
る
も
の
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
さ
に
伸

ひ
よ
う
と
し
て
い
る
草
木
を
助
け
る
呪
力

を
有
す
る
が
故
に
、
類
感
呪
術
的
に
穀
物
の
發
育
を
も
助
け
、
從

っ
て
魚
を
祭
る

事
が
と
り
も
な
お
さ
ず
毀
物
の
豐
饒
を
上
帝
に
所
願
す
る
豫
靦
儀
禮
の
、
最
も
重

要
な
儀
禮
の

一
種
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
魚
の
有
す
る
呪
力
が
類
感
呪
術

と
し
て
穀
物
の
豐
饒
を
齎
す
と
確
信
し
て
い
た
古
代
中
國
人
の
觀
念
に
基
く
も
の

で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
潛
篇
が
多
魚
を
言

っ
て
、
そ
れ
が
穀
物
の
豐
饒
を
所
顧
す

る
樂
歌
と
な
り
、
毛
序
に

「
潛
、

季
多
薦
魚
、
春
獻
鮪
也
」
と

言

い
、

鄭
玄
が

「
冬
魚
之
性
定
、
春
鮪
新
來
、
薦
獻
之
者
、
謂
於
宗
廟
」
と
言
う
の
は
故
な
し
と

は
し
な
い
の
で
あ
る
。

潛
篇
は
魚
を
宗
廟
に
享
祀
し
て
穀
物

の
豐
饒
を
所
顧
す
る
豫
祝
儀
禮
の
樂
歌
で

あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
魚
と
豐
年
と
を
關
連
づ
け
て
謠

っ
て
い
る
詩
が
あ
る
。
無

羊
篇
の
第
四
章
に

ロ

牧
人
乃
夢

衆
維
魚
矣

挽
紬
旗
矣

大
人
占
之

衆
維
魚
矣

三
八

實
維
豐
年

旋
維
旗
矣

室
家
湊
濠

と
あ
る
。

「大
人
」

に
就
い
て
は
鄭
玄
は
唯

「占
夢
之
官
」
と
注
す
る
だ
け
で
あ

る
が
、
朱
熹
は
斯
干
篇
の

「大
人
占
之
」
の
句
に
就
い
て
、

「大
人
大
卜
之
屬
、

占
夢
之
官
也
」
と
注
し
て
い
る
。
す
る
と
こ
の

「
大
人
」
は

『周
禮
』
春
官
、
大

ト
の
條
に
、

「
大
ト
掌
三
兆
之
痩
、

一
日
玉
兆
、
二
日
瓦
兆
、
三
日
原
兆
」
と
あ

り
、
序
官
、
大
ト
の
鄭
注
に

「問
龜
日
ト
、
大
卜
卜
筮
官
之
長
」
と
あ
る
事
か
ら
樹

推
し
て
、
卜
筮
官
の
長
官
て
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
の
章
は
夢
占

m

に
據

っ
て
豐
年
と
家
の
繁
榮
と
を
歌

っ
た
も
の
で
あ
り
、
衆
魚
が
豐
年
の
吉
鮮
とコ

し
て
占
わ
れ
、
謠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
章
は

一
見
す
る
と
主
に
魚
が
多

　

　

　

い
と
い
う
面
か
ら
、
穀
物
の
稔
り
が
多
い
と
い
う
如
く
關
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
も

の
の
如
く
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
て
も
爾
、
魚
と
豐
年
と
を
結
ひ
着
け
る
發
想
が
色

濃
く
流
れ
て
お
り
、
魚
の
有
す
る
呪
力
と
そ
れ
が
穀
物

の
豐
饒
を
促
す
事

へ
の
確

信
、
引

い
て
は
祭
魚
と
所
年
祭
と
の
關
係
を
見
い
出
す
事
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
無
羊
篇
の
第
四
章
は
潛
篇
の
如
く
、
多
魚
を
宗
廟
に
享
祀

し
て
穀
物
の
豐
饒
を
所
願
す
る
と
い
う
直
接
的
な
表
現
は
な
く
、
そ
の
發
想
を
繼

承
し
て
い
る
に
し
か
す
き
な
い
。
從

っ
て
無
羊
篇
は
潛
篇
に
比
較
し
て
後
出
の
詩

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
て
あ
る
。

潛
篇
と
無
羊
篇
の
新
古
の
別
は
、
魚
の
有
す
る
呪
力
と
農
耕
儀
禮
と
の
關
連
の

上
か
ら
明
ら
か
に
推
定
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
よ
り
詳
細
に
考
察
し
て
み
る
と
、

そ
れ
で
は

一
體
如
何
な
る
理
由
を
以
て
、
魚
が
穀
物

の
生
長
を
助
け
る
呪
力
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
と
古
代
中
國
人
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
魚
に
こ
の
呪

力
あ
る
を
認
め
て
い
た
の
は
獨
り
古
代
中
國
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
例
え
ば
宇
野

圓
空
博
士
は

『
マ
ラ
イ
シ
ア
に
於
け
る
稻
米
儀
禮
』
の
事
例
二

一
に

『幸
始
』

の
儀
を
行
ふ
。
…
…
供
米
に
畑
の
肥
の
し
る
し
で
あ
る
小
豚
と
豐

饒
の
象
徴
で
あ
る
肥
魚
と
を
そ
え
て
、
會
衆
に
分
ち
、
喜
び
の
う
ち
に
皆
で
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食
ふ
。

と
報
告
し
て
お
ら
れ
る
。
や
は
り

マ
レ
ー
シ
ア
に
於
て
も
魚
は
豐
年
の
象
徴
と
し

て
、
豫
祝
儀
禮
に
於
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

『詩
經
』
諸

篇
中
、
戀
愛
歌
、
婚
姻
歌
に
於
て
、
多
く
魚
類
が

「
興
」
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
の
に
注
目
し
、
歌
謠
、
抻
話
等
か
ら
そ
の
有
す
る
意
味
及
び
呪
力
を
最
も
初

め
に
研
究
し
た
の
は
聞

一
多
て
あ
る
が
、
彼
は

『説
魚
』
で
魚
の
有
す
る

「繁
殖

能
力
」
の
旺
盛
な
事
に
注
目
し
、
そ
の
繁
殖
力
に
あ
や
か
っ
て
種
族
の
繁
榮
を
類

感
呪
術
的
に
計

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
故
に
魚
が
戀
愛
詩
、
婚
姻
詩

の

「興
」
詞

と
な

っ
た
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
古
代
中
國
人
は
魚
の
多
産
が
、
呪
力
と
し

て
子
孫
の
多
産
を
う
な
が
す
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
、
と
い
う
聞

一
多
の
説
は

蓋
し
卓
見
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
魚
が
有
す
る
呪
力
が
子
孫
の

繁
榮
に
影
響
を
與
え
る
と
い
う
事
は
二
衣
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一

次
的
に
は

『呂
覽
』
等
の
文
獻
に
徴
す
る
に
、
魚
の
多
産
が
呪
力
と
し
て
穀
物
の

多
産
を
う
な
が
し
、
從

っ
て
魚
が
農
耕
儀
禮
に
於
け
る
豫
既
、
收
獲
儀
禮
に
必
要

不
可
缺
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
と
考
え
る

の
が
順
當
で
あ
ろ
う
。
そ
の
呪
力
を
有
す

る
が
故
に
、

「薦
鮪
于
寢
廟
、
乃
爲
麥
所
實
」
と
、
魚
を
供
し
祭

っ
て
穀
物
の
豊

饒
を
所
願
し
た
の
て
あ
り
、
こ
れ
は
古
代
中
國
人
が
魚
の
多
産
と
生
命
力
に
呪
力

を
見

い
出
し
、
類
感
呪
術
と
し
て
穀
物

に
そ
の
多
産
と
生
命
力
と
を
移
入
せ
ん
と

欲
し
て
、
こ
れ
等

の
儀
禮
を
行

っ
た
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら

豐
饒
を
所
願
す
る
樂
歌
で
あ
る
潛
篇
に
多
魚
が
謠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
又
、
現
在

「蘇
生
」
と
熟
語
さ
れ
る
蘇
字
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

「蘇
」
字

の

金
文
を
今
字
に
す
る
と

「酥
」
字
と
な

り
、
六
例
見
る
事
が
出
來
る
。

「蘇
」
字

姆

は
も
と

「
鮴
」
字

に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し

か
も

金
文
の
字
形
を
觀
る

に
、
魚
は
木

の
下
、
つ
ま
り
根
本
に
記

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
算
見
鼎
に

は

「蘇
」
字

に
作

っ
て
お
り
、
「
蘇
」
字

に
は
作

っ
て
い
な
い
。
「
鮴
」
字
は

『説

『
詩
經
』

に
於
け
る
魚

の

「
興
」
詞
と
そ

の
展
開

に
就
い
て

む

文
』
等
に
は
總
て

「
酥
」
字
に
作
り
、

「从
禾
魚
聲
」
な
の
で
あ
る
が
、
金
文
七

　

字
は
總
て

「从
木
魚
聲
」
な
の
で
あ
る
。

「曁

字
に
就
い
て
は

『集
韻
』
に

鯀
、

一
日
、
死
而
更
生
日
酥
、

と
あ
り
、

『廣
雅
』
釋
詁
に

砌鯑
生
也
、

と
あ
る
。
又
、

『禮
記
』
樂
記
篇
の
鄭
注
に
も

更
息
日
蘇
、

と
あ
る
。
私
は
こ
れ
迄
魚
の
有
す
る
呪
力
が
農
耕
儀
禮
に
類
感
呪
術
と
し
て
使
用

さ
れ
て
來
た
事
實
を
論
じ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

「
麻
」
字
は
こ
れ
等

の
農

耕
儀
禮
に
關
す
る
字
で
あ

っ
て
、

「
禾
」

の
根
本
に
魚
を
埋
め
、
そ
の
呪
力
に
據

っ
て
、
弱

っ
て
い
る
禾
を

「蘇
生
」
さ
せ
る
と
い
う
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
と

考
え
て
大
過
な
い
も
の
と
思
う
。
從

っ
て
金
文
の

「鯨
」
字
も
、
木
の
根
本
に
魚

を
埋
め
、
そ
の
呪
力
に
據

っ
て
、
弱

っ
て
い
る
木
に
新
た
な
生
命
力
に
滿
ち
た
呪

力
を
吹
き
込
む
事
で

「蘇
生
」
さ
せ
る
と
い
う
呪
的
文
字
て
あ
り
、
農
耕
に
關
す

る
宗
教
的
な
文
字
で
あ

っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
「死
而
更
生
日
酥
」

「
更
息
日
蘇
」
と
い
う
不
思
議
な
解
釋
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、

か
つ
て
我

々
の
租
先
逹
が
田
畑
に
魚
を
埋
め
た
と
い
う
事
も
、
單
に
肥
料
と
し
て

の
役
割
ば
か
り
を
魚
に
認
め
て
い
た
の
て
は
な
く
、
或
は
そ
の
裏
に
は
魚
の
有
す

る
呪
力
に
據
り
、
類
感
呪
術
に
據

っ
て
そ
の
田
畑
の
多
産
を
所
願
し
た
と
い
う
事ω

實
が
隱
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
か
く
考
え
て
來
る
な
ら
ば
、
年

穀
の
豫
漑
儀
禮
に
於
て
魚
を
獲
り
、
魚
を
祭
る
と
い
う
儀
禮
が
、
そ
の
多
産
か
ら

來
る
類
感
呪
術
に
據
る
の
で
あ
る
と
い
う
事
實
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
思
う
。

か
つ
、
古
代
中
國
沚
會
に
於
て
は
、
そ
の
生
産
手
段
の
圭
流
を
農
耕
が
占
め
て
い

た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
瓧
會
で
は
農
耕
儀
禮
が
極
度
に
發
逹
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
從

っ
て
農
耕
儀
禮
の

一
種
と
し
て
、
先
づ
魚
の
多
産
は
そ
の
呪

三
九



日
本
中
國
學
會
報

第
二
十
七
集

力
を
大
地
の
多
産

に
…對
す
る
類
感
呪
術

の
、
そ
れ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
に
相

違
な
い
の
て
あ
る
。
て
あ
る
か
ら

『詩
經
』
て
魚
を
言
う
諸
篇
の
中
、
そ
れ
故
に

最
も
潛
篇
か
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る

の
て
あ
り
、
無
羊
篇
が
そ
れ
に
次
ぐ
の
て

あ
る
。

三

次
に

『詩
經
』

に
は
衆
魚
を
言

っ
て
、

る
。
例
え
ば
魚
麗
篇
に
は

魚
麗
于
鼇

魚
麗
于
鼇

魚
麗
于
罍

物
其
多
矣

物
其
旨
矣

物
其
有
矣

と
あ
り
、

謄
鯊

君
子
有
酒

魴
鱧

君
子
有
酒

鯉
鯉

君
子
有
酒

維
其
嘉
矣

維
其
偕
矣

維
共
時
矣

宴
會
の
盛
大
な
樣
子
を
歌
う
も
の
か
あ

旨
且
多

多
且
旨

旨
且
有

鰭
鯊
魴
鱧
鰹
鯉
等

の
諸
魚
が

靄
に
か
か
る
事
を
言

っ
て
、
宴
會
の
盛
大

な
樣
子
を
讚
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
詩
に
も

「魚
麗
于
皿疊

と
あ

っ
て
直

接
的
に
て
は
な
い
が
魚
を
獲
る
事
を
言

っ
て
い
る
。
朱
熹
は
こ
の
詩
の

「魚
麗
于

鼇
、
鰭
鯊
」

「魚
麗
于
蠶
、
魴
鱧
」

「
魚
麗
于
蠶
、
鰒
鯉
」
を

「興
」
詞
と
見
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
言
う
獲
魚

や
髷
等
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
等
と
こ
の
宴
會
と
は
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
石
鼓
文
に
も
魚
を
獲
る
事
を
言
っ
て
、

薪
殴
(兮
)汚
汚

丞
(烝
)彼
淳
淵

鮟
鯉
處
之

君
子
漁
之

漓
有
小
魚

其
游
趣
趣

帛

(白
)
魚
牒
牒

其
籃
后
鮮

黄
帛
(白
)其
鯱

有
鰯
有
錦

其
翊
孔
庶

臠
之
曩

量
童
趨
趨

其
魚
維
何

維
饌
維
鯉

何
以
豪
之

維
楊
及
柳

四
〇

と
謠

っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
海
水
て
君
子
自
身
で
魚
を
獲
り
、
そ
れ
を
料
理
し
て

盛
大
な
宴
會
を
す
る
事
を
謠

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
て
は
魚
を
獲
る
の

は
男
性
で
あ
る
か
、

『儀
禮
』
等
の
記
載
か
ら
考
え
て
、
料
理
を
す
る
の
は
女
性

で
あ

っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

(後
邇
)。
そ
し
て

そ
の
魚
料
理
を

宴
會
に
供
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
て
は

一
見
獲
魚
よ
り
も
衆
魚
に
撮

っ
て
、
宴
會

の
盛
大
さ

を
象
徴
し
て
い
る
如
く
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
無
羊
篇
の

「
衆
維
魚
矣
、
實
維

豐
年
」

の
句
と
同
じ
發
想
か
流
れ
て
い
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
魚
藻

篇
に

飼

㈹

魚
在
在
藻

有
頒
其
首

王
在
在
鎬

豈
樂
飮
酒

魚
在
在
藻

有
宰
其
尾

王
在
在
鎬

飮
酒
樂
豈

魚
在
在
藻

依
于
其
蒲

王
在
在
鎬

有
那
其
居

と
あ
る
。
こ
の
詩
に
就
い
て
毛
序
は

魚
藻
刺
幽
王
也
、
言
萬
物
失
其
性
、
王
居
鎬
京
、
將
不
能
以
自
樂
、
故
君
子

思
古
之
武
王
焉
、

と
言

っ
て
、
幽
王
を
刺

っ
て
武
王
を
思
う
詩
て
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
朱

熹
は
此
天
子
燕
諸
侯
、
而
諸
侯
美
天
子
之
詩
也
、

と
解
し
て
い
る
。
又
、
朱
熹
は
こ
の
詩
の

「魚
在
在
藻
、
有
頒
其
首
」

「魚
在
在

藻
、
有
華
其
尾
」

「魚
在
在
藻
、
依
于
其
蒲
」
の
各
句
を

「
興
」
詞

と

見

て

い

る
。
こ
の
詩
て
は
獲
魚
を
言
わ
ず
、
唯
魚
を
言
う
だ
け
て
あ
る
が
、
魚
麗
篇
、
石

鼓
文
と
同
系
統
の
發
想
の
流
れ
て
い
る
詩
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
鎬
京
に
就

い

て
は
文
王
有
聲
篇
に
於
て
は
、
豐
京
と
鎬
京
と
を
合
せ
謠

っ
て
い
る
。
す
る
と
豐

京
は
周
に
と

っ
て
は
聖
地
な
の
で
あ
る
か
ら
、
鎬
京
も
周
に
と

っ
て
は
聖
地
で
あ

餬

っ
た
事
が
理
解
せ
ら
れ
、
又
、
豐
京
に
は
殷
の

「土
」
に
あ
た
る

靈

臺

が

あ

っ

て
、
屡

々
所
年
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
に
於
て
も
同
樣

の

傷



所
年
祭
か
行
わ
れ
て
い
た
て
あ
ろ
う
と

い
う
事
は
想
像
す
る
に
難
く
は
な
い
。
そ

し
て
こ
れ
等
の
詩
の
場
合
の
魚
は
、
戀
愛
、
婚

姻

詩

の

魚
の
如
く
女
性
の
象
徴

(後
述
)
と
は
考
え
得
な
い
の
で
、
潛
篇
の
如
く
穀
物
の
豐
饒
を
齎
す
呪
力
の
あ

る
も
の
の
象
徴
に
近
い
と
考
え
る
可
き

か
と
思
う
。
し
か
し
、
魚
麗
篇
も
魚
藻
篇

も
潛
篇
、
無
羊
篇
の
如
く
魚
と
豐
饒
と
が
直
接
的
に
結
ひ
付
い
て
は
い
な
い
。

穀
物
の
豐
饒
を
齎
す
呪
力
を
有
す
る
魚
を
宗
廟
に
祭

っ
て
す
る
豫
靦
儀
禮
の
樂

歌
で
あ
る
潛
篇
に
は

猗
與
漆
沮

潛
有
多
魚

有

鱧
有
鮪

鰊
蟷
齷
鯉

以
享
以
祀

以
介
景
幅

と
、
魚
を
享
祀
す
る
事
が
謠
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
享
祀
に
は
必
ず
宴
會
が
件
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
濫
殷
』
銘
文
に
は

穆
王
在
葬
(豐
)京
、
怦
漁
于
大
池
、
王
饗
酒
、

と
あ
り
、
穆
王
が
豐
京

の
大
池
に
於
て
漁
を
行
い
、
後

に
饗
酒
を
行

っ
た
事
が
記

さ
れ
て
い
る
。
先

に
述

べ

た
如
く

『
呂
覽
』
季
春
紀
に
は

「
天
子
薦
鞠
衣
于
先

帝
、
命
舟
牧
覆
舟
、
五
覆
五
反
、
乃
告
舟
備
具
于
天
子
焉
、
天
子
焉
始
乘
舟
、
薦

鮪
于
寢
廟
、
乃
爲
麥
所
實
」
と
あ
り
、
魚
を
獲
る
事
が
豫
靦
儀
禮
の

一
環
て
あ
る

事
を
言
っ
て
い
る
。
す
る
と
こ
の

「饗
酒
」
は
豫
祝
儀
禮
の
後

の
宴
會
を
い
う
こ

と
に
な
る
。
で
あ
る
か
ら
魚
麗
篇
の

「
有
酒
」
や
魚
藻
篇

の

「飮
酒
」
と
同
樣
、

穀
物
の
豐
饒
を
斫
願
す
る
豫
祝
儀
禮
、
乃
至
は
收
獲
祭

の
後

の
宴
會
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
魚
藻
篇
を
朱
熹
が

「此
天
子
燕
諸
侯
、
而
諸
侯
美
天

子
之
詩
也
」
と
解
す
る
の
は
十
分
で
は
な
く
、

「
天
子
が
豫
祝
儀
禮
を
行

っ
た
後

に
す
る
宴
會
の
詩
」
と
解
す
可
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
既
に
こ
の
魚
麗
篇
、
魚
藻
篇
に
は
潛
篇
の
如
く
直
接
的
に
魚
や
豫
祝

儀
禮
、
穀
物
の
豐
饒
等
は
謠
わ
れ
て
は
い
な
い
。
だ
が
爾
、
魚
が
穀
物
の
豐
饒
を

齎
し
て
く
れ
る
事

へ
の
限
り
無
い
感
謝

の
念
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

『
詩
經
』

に
於

け
る
魚

の

「
興
」
詞

と
そ
の
展
開

に
就

い
て

て
な
ら
な
い
。
潛
篇
、
無
羊
篇
は
魚
を
言

っ
て
は
い
る
が
、

獲
儀
禮
の
後
の
宴
會
の
詩
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。

四

豫
祝
儀
禮
乃
至
は
收

農
耕
を
そ
の
生
産
手
段
の
主
と
し
て
い
た
古
代
中
國
に
於
て
は
、
人

々
は
魚
の

多
産
に
呪
力
を
確
信
し
、
そ
れ
か
大
地
に
多
産
を
齎
す
と
信
仰
し
て
い
た
。
そ
れ

が
直
接
的
に
は
潛
篇
に
謠
わ
れ
、
引
い
て
無
羊
篇
の
夢
占
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

家
で
魚

の
多
産
と
大
地
の
多
産
と
が
、
類
感
呪
術
と
し
て
女
性

の
多
産
を
助
け
る

と
い
う
考
え
方
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
筍
、
梁
、
魚
等
が
女
性
の

象
徴
と
し
て

『詩
經
』
中
に
は
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
國
古
代
人
が
筍
、

梁
、
魚
等
に
そ
の
形
態
、
機

能

か

ら

女
性
と
關
連
づ
け
て
考
え
た
か
ら
で
あ
る

が
、
こ
の
發
想
が
戀
愛
、
婚
姻
詩
の
魚
を
言
う

「
興
」
詞
と
し
て
定
着
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

働

⑳

陳
風
衡
門
篇
は
歌
垣
の
詩
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は

「食
魚
」
が

「取
妻
」
事
を

意
味
し
て
い
る
。
そ
の
詩
に
は

衡
門
之
下

可
以
棲
遲

泌
之
洋
洋

可
以
樂
飢

豈
其
食
魚

必
河
之
魴

豈
其
取
妻

必
齊
之
姜

豈
其
食
魚

必
河
之
鯉

豈
其
取
妻

必
宋
之
子

と
あ

っ
て
、

「樂
飢
」
を
毛
傳
で
は

可
樂
道
忘
飢
、

と
注
し
、

「
道
」

「忘
」
の
二
字
を
増
し
て
解
釋
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
聞

一
多

は

『
詩
經
通
義
』
に
於
て

案
、
古
謂
性
的
行
爲
日
食
、
性
慾
未
滿
足
時
之
生
理
状
態
日
飢
、
既
滿
足
後

日
飽
、
…
…
且
詩
言
魚
、
多
爲
性
的
象
徴
、
故
男
女
毎
以
魚
喩
其
對
方
、

と
論
じ
て
い
る
が
、
蓋
し
卓
見
で
あ
ろ
う
。
で
あ
る
か
ら

一
樂
飢
」
は
毛
傳

の
如

四

一
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く

「
可
樂
道
忘
飢
」
と
解
す
る
可
き
で
は
な
く
、

「
性
慾
を
滿
足
さ
せ
る
」
意
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
又
、

こ
の
詩
の
各
章
を
考
え
る
に
、
第

二
章

の

「食
魚
」

は

「取
妻
」
と
獨
を
な
し
、
「
河
之
魴
」
と

「齊
之
姜
」
も
樹
を
な
す
。

第
三
章
の

「食
魚
」
は

「取
妻
」
と
樹

を
な
し
、

「河
之
鯉
」
と

「
宋
之
子
」
は

樹
を
な
す
。
從

っ
て
第

一
章
の

「衡
門
之
下
」
と

「泌
之
洋
洋
」
も
對
を
な
し
、

「
樂
飢
」
と

「棲
遅
」
も
獨
を
な
す

の
で
あ
る
。

す
る
と

「樂
飢
」
の
意

味

は

「
性
慾
を
滿
足
さ
せ
る
」

の
て
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
獨
を
な
す

「棲
遅
」
も
毛
傳

の
如
く

「遊
息
也
」
と
解
す
可
き
て
は
な
く
、
性
的
解
放
を
意
味
す
る
語
で
あ
る

と
考
え
る
可
き
で
あ
ろ
う
。

唯
、
聞

一
多
が
魚
を

「多
爲
性
的
象
徴
、
故
男
女
、
毎
以
魚
喩
其
封
方
」
と
論

じ
、
又

『読
魚
』

に
於
て
キ
リ
ン
ア
神
話
等
の

「崇
拜
魚
騨
的
風
俗
」
か
ら
、

以
魚
爲
男
性
器
官
的
象
徴
、

と
言
い
、
魚
の
形
態
が
男
性
性
器
の
形
態
に
似
て
お
り
、

か

つ
魚

の

「蕃
殖
能

力
」

の
旺
盛
な
事
等
か
ら
考
え
て
、

婚
姻
是
人
生
第

一
大
事
、
而
傳
種
是
婚
姻
的
唯

一
目
的
、

で
あ
る
が
故
に
、
魚
の
形
態
が
男
性
性
器
を
象
徴
し
、
か
つ
そ
の
蕃
殖
能
力
に
あ

や
か

っ
て
種
族
の
繁
榮
を
計

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
故
に
魚
が
戀
愛
詩
、
婚
姻
詩

の

「
興
」
詞
と
な

っ
た
と
論
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
や
や
正
確
さ
に
缺
く
點
が

あ
る
と
思
う
。
聞

一
多
が
魚
の
多
産
性
が
呪
力
と
し
て
女
性
の
多
産
を
齎
す
と
論

じ
た
點
は
正
し
い
と
思
う
。
し
か
し
、
聞

一
多
の
如
く
魚
を
男
性
性
器
の
象
徴
と

考
え
る
な
ら
ば
、
衡
門
篇
の

「
食
魚
」
が
何
故

「取
妻
」
を
意
味
す
る
か
が
理
解

し
得
な
く
な
る
。
男
性
性
器
の
象
徴
で
あ
る
魚
を
食
べ
る
事
が
、
妻
を
娶
る
事
を

意
味
す
る
事
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ

る
。
で
あ
る
か
ら
魚
は
女
性
の
象
徴
で
あ

る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
て
あ
る
。
魚
と
女
性
と
戀
愛
婚
姻
と
は
か
く
密
接
不

可
離

の
關
係
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
『禮
記
』
昏
義
に
は
嫁
せ
ん
と
す
る
女

性

に

四
二

就
い
て
の
儀
禮
と
し
て
、

是
以
古
者
婦
人
先
嫁
三
月
、
狙
廟
未
毀
、
教
于
公
宮
、
狙
廟
既
毀
、
歡
于
宗

室
、
教
以
婦
徳
婦
言
婦
容
婦
功
、
教
成
祭
之
、
牲
用
魚
、
毟
之
以
蘋
藻
、
所

以
成
婦
順
也
、

と
あ
り
、
婚
禮
に
先
立

っ
て
、
祭
魚
儀
禮
を
行
う
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
釆
蘋

篇
の
毛
傳
に
も

古
之
將
嫁
女
者
、
必
先
禮
之
於
宗
室
、
牲
用
魚
、
毟
之
以
蘋
藻
、

と
あ
る
。
古
代
中
國
人
が
婚
禮
に
先
立

っ
て
魚
を
祭

っ
た
の
は
、
魚
の
多
産
が
類

感
呪
術
と
し
て
女
性
の
多
産
に
そ
の
呪
力
を
及
ほ
し
、
魚
を
祭
る
事
に
據

っ
て
子

孫
繁
榮
を
所
願
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

爾
、

『詩
經
』
の
中
で
は

「魚
」
と
と
も
に
、
「筍
」
「
梁
」
等
が
戀
愛
、
婚
姻

詩
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
魚
が
女
性
を
象
徴
す
る
の
と
同
樣
、
筍
、
梁
も
女
性
を

象
徴
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
述

べ
る
な
ら
ば
、
筍
等
は
そ
の
形
態
か
ら
女

性
性
器
を
象
徴
し
、
魚
は
そ
の
多
産
か
ら
女
性
の
生
殖
能
力
を
象
徴
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
筍
、
梁
、
魚
は
と
も
に
女
性
を
象
徴
す
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
郡
風
谷
風
篇
に

「母
逝
我
梁
、
毋
發
我
筍
」
と
あ
る
の
は
、
私

(女
性
)

に
近
づ
く
な
、
私
に
觸
れ
る
な
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
衞
風
有
狐
篇
に

「
有
孤
綏

綏
、
在
彼
淇
梁
、
心
之
憂
矣
、
之
子
無
裳
」
と
あ
る
の
は
、
狐

(男
性
の
喩
)
が

淇
水
の
邊
の
梁

(女
性
の
喩
)
を
盜
ろ
う
と
ね
ら

っ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
の
ざ

れ
歌
で
あ
り
、
衞
風
竹
竿
篇
に

「
箜
笹
竹
竿
、
以
釣
于
淇
、
豈
不
爾
思
、
遠
莫
致

之
」
と
あ
る
の
は
、
魚
を
釣
り
上
げ
る
と
い
う
事
が
想
う
女
性
を
得
る
と
い
う
事

を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
竹
竿
で
淇
水
に

(
魚
髄
女
性
の
喩
卩
を
)
釣

っ

て
得
よ
う
と
思
う
の
だ
が
、
想
う
貴
女
は
手
の
と
ど
か
ぬ
彼
方
に
い
る
の
で
ど
う

し
よ
う
も
な
い
、
と
い
う
意
味
の
詩
で
あ
る
。

後
世
、
こ
の
魚
が
女
性
を
象
徴
す
る
と
い
う
事

の
影
響
が

『儀
禮
』
に
も
か
す



'

か
で
は
あ
る
が
そ
の
殘
像
を
残
し
て
い
る
。

『禮
記
』
祭
法
篇
に

古
者
天
子
諸
侯
、
必
有
公
桑
蠶
室
、
近
川
而
爲
之
、
築
宮
仞
有
三
尺
、
棘
牆

而
外
閉
之
、
乃
大
听
之
朝
、
君
皮
辨
素
積
、
ト
三
宮
之
夫
人
世
婦
之
吉
者
、

使
入
蠶
于
蠶
室
、
奉
種
浴
于
川
、
桑
于
公
桑
、
風
戻
以
食
之
、
歳
既
單
矣
、

世
婦
卒
蠶
、
奉
繭
以
示
于
君
、
途
獻
繭
于
夫
人
、
夫
人
日
、
此
所
以
爲
君
服

與
、
途
副
緯
而
受
之
、
因
少
牢
以
禮
之
、
古
之
獻
繭
者
、
其
率
用
此
與
、
及

良
日
、
夫
人
繰
三
盆
手
、
塗
布
于

三
宮
夫
人
世
婦
之
吉
者
、
使
繰
、
途
朱
線

之
、
玄
黄
之
、
以
爲
黼
黻
文
章
、

と
あ
り
、
又
、
同
し
く
祭
法
篇
に

是
故
天
子
親
耕
於
南
郊
、
以
共
齊
盛
、
王
后
蠶
於
北
郊
、
以
共
純
服
、
諸
侯

耕
於
東
郊
、
亦
以
共
齊
盛
、
夫
人
蠶
於
北
郊
、
以
共
冕
服
、
天
子
諸
侯
非
莫

耕
也
、
王
后
夫
人
、
非
莫
蠶
也
、

と
あ
る
事
か
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、
農
耕
は
男
性
の
仕
事
、
養
蠶
織
服
は
女
性
の

仕
事
と
職
業
分
擔
か
明
ら
か
に
分
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
同
樣
に
、

『儀
禮
』
有
司
徹
に
は

司
士
牝
魚
、

亦
司
士
載
尸
俎
五
魚
、

横
載
之
、

侑
主
人
皆

一
魚
、

亦
横
載

之
、
皆
加
腆
祭
于
共
上
、

と
あ
り
、
魚
を
祭
る
の
は
男
性
が
す
る
事
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
有
司
徹

に

主
婦
薦
韭
薀
醢
、
坐
設
于
席
前
、
澄
在
北
方
、
婦
贊
者
執
棗
糢
以
從
、
主
婦

不
興
受
、
設
棗
于
苴
北
、

糢
在
棗

西
、

佐
食
設
俎
、

臂
脊
脅
肺
皆
牢
、

膚

三
、
魚

一
、
腸
臂
、

と
あ
り
、
又
、
小
牢
饋
食
禮
に

主
婦
自
東
房
、
執

一
金
敦
黍
、
有
蓋
、
坐
設
于
羊
爼
之
南
、
婦
贊
者
執
敦
稷

以
授
主
婦
、
主
婦
興
受
、
坐
設
于
魚
俎
南
、

『
詩
經
』

に
於
け

る
魚

の

「
興
」

詞
と
そ
の
展
開
に
就

い
て

と
あ
る
事
か
ら
推
察
す
る
に
、
魚
を
料
理
す
る
の
は
女
性
の
仕
事
と
考
え
ら
れ
て

い
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
事
も
魚
と
女
性
と
の
關
係
を
物
語

っ
て
い
る
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

衡
門
篇
は
衡
門
て
行
わ
れ
た
春
に
行
わ
れ
る
歌
垣
の
詩
て
あ

っ
て
、
か
つ
歌
垣

は
も
と
穀
物
の
豐
饒
を
所
願
す
る
豫
祝
儀
禮
で
あ
り
、
そ
の
豫
祝
儀
禮
に
は
大
い

に
性
的
解
放
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ

の
豫
祝
儀
禮
に
は
魚
を
祭

っ
た
の
で

あ
り
、
引
い
て
魚
は
女
性
の
象
徴
で
も
あ

っ
た
事
は
先
に
逋

へ
た
。
で
あ
る
か
ら

「食
魚
」
が

「
取
妻
」
を
意
味
し
た
の
で
あ

っ
た
。
更
に

『詩
經
』
に
は
筍

・
梁

と
魚
と
を
併
せ
言

っ
た
も
の
か
あ
る
。
そ
の
齊
風
敝
筍
篇
に
は
、

敝
筍
在
梁

其
魚
魴
鰥

齊
子
歸
止

其
從
如
雲

敝
筍
在
梁

其
魚
魴
娯

齊
子
歸
止

其
從
如
雨

敝
筍
在
梁

其
魚
唯
唯

齊
子
歸
止

其
從
如
水

と
あ
る
。
こ
の
詩
に
就
い
て

「序
」
は

敝
筍
刺
文
姜
也
、
齊
人
惡
魯
桓
公
微
弱
、
不
能
防
閑
文
姜
、
使
至
淫
亂
爲
二

國
患
焉
、

と
言
い
、
齊
子
を
齊
の
襄
公
の
妹
文
姜
と
し
、
彼
女
が
魯
の
桓
公
に
嫁
せ
し
後
、

な
お
彼
女
は
彼
女
の
兄
襄
公
と
の
不
倫
な
關
係
を
續
け
、
そ
れ
を
桓
公
が
制
す
る

こ
と
も
出
來
ず
、
齊
魯
二
國
の
患
と
な

っ
て
い
る
の
を
刺

っ
た
の
て
あ
る
と
解
釋

し
て
い
る
。
又
、
朱
熹
は

齊
人
以
敝
筍
不
能
制
大
魚
、
比
魯
莊
公
不
能
防
閑
文
姜
、
故
歸
齊
而
從
之
者

衆
也
、

と
注
し
桓
公
と
文
姜
の
子
莊
公
が
母
の
不
倫
を
防
ぐ
こ
と
が
出
來
ぬ
の
を
刺

っ
た

の
で
あ
る
。
た
か
ら
文
姜
が
齊
に
歸
る
時
、
從
者
が
多
い
の
て
あ
る
と
解
し
て
い

る
。
「序
」
「
集
傳
」
竝
ひ
に
こ
の
詩
を
文
姜
と
桓
公
と
の
結
婚
後
の
不
倫
を
歌

っ

て
い
る
と
解
し
、

「歸
」
を
朱
熹
は

「歸
齊
」
と
解
す
る
の
て
あ
る
が
、
周
南
葛

四
三
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の
毛
傳
に

婦
人
謂
嫁
日
歸
、

σ

と
あ
る
に
從
い
、

「
嫁
ぐ
」
意
と
解
す
可
き
か
と
思
う
。
す
る
と
こ
の
詩
は
鄭
箋

に

言
文
姜
初
嫁
于
魯
桓
公
之
時
、

と
あ
る
に
從
う
可
き
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
又
、

「共
從
如
雲
」

「其
從
如

雨
」

「
其
從
如
水
」
と
歌

っ
て
い
る
が
、

「如
雲
」

「如
雨
」

「如
水
」
に
就
い

て
、
毛
傳
は
そ
れ
ぞ
れ

「
言
盛
也
」

「
言
多
也
」

「
喩
衆
也
」
と
注
し
て
い
る
。

從

っ
て
こ
の
詩
は
齊
子
の
婚
禮
の
行
列

の
盛
大
な
樣
子
を
歌

っ
て
い
る
の
で
あ
る

と
解
す
可
き
で
あ
る
。

こ
の
婚
姻
の
詩
に

「
敝
筍
在
梁
、
其
魚
魴
鰥
」
「敝
筍
在
梁
、
其
魚
魴
饌
」
「敝

筍
在
梁
、
共
魚
唯
唯
」
と
あ
り
、
筍
、
梁
と
魚
と
が

「興
」
詞
に
使
用
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
筍

・
梁

・
魚
は
先
の
衡
門
篇
等
の
筍

・
梁

・
魚
と
同
樣
に
女
性
の
象

徴
な
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら

「
齊
子
歸
止
」
の
句
の

「
興
」
詞
と
な
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
詩
は
衡
門
篇
の
如
く
穀
物
の
豐
饒
を
所
願
す
る
性
的
開
放
を
倶

う
歌
垣
の
場
で
謠
わ
れ
た
詩
て
は
な
く
、
文
姜
が
兄
襄
公
と
の
不
倫
な
關
係
を
お

し
て
魯
の
桓
公
に
嫁
い
た
と
い
う
歴
史
的
事
實
を
囘
顧
し
て
詩
人
が
創
作
し
た
詩

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る

か
ら
こ
の
詩
に

コ
敝
筍
」
と
い
う
は
、
文

姜
に
封
す
る
詩
人
の
鏡
い
批
剣
の
言
辭

で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

中
國
瓧
會
は
つ
い
近
年
に
至
る
迄
、

そ
の
生
産
手
段
を
農
耕
が
占
め
て
い
た
。

そ
こ
に
生
き
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
人

々
は
、
灌
漑
の
祚
た
る
禹
、
農
耕
紳
た
る
后

稷
等
の
脚

々
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
は
彼
等
が
自
然
と
獨
峙
し
て
生
き
て
行
く
た

め
に
は
、
必
要
不
可
缺
の
存
在
で
あ
り
、

又
、
救
い
で
も
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四
四

彼
等
は
彼
等
に
鍛
物
の
豐
饒
を
齎
し
て
く
れ
る
呪

力

を
有
す
る
も
の
に
對
し
て

は
、
そ
の
呪
力
を
確
信
し
て
祭

っ
た
。
そ
の
聖
な
る
儀
禮
に
は
呪
物
を
讚
え
る
呪

謠
が
高
ら
か
に
謠
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
魚
は
そ
の
生
命
力
の
強
さ
か
ら
、
或
は
魚

は
極
め
て
多
産
で
生
殖
能
力
に
富
む
事
か
ら
、
古
代
中
國
人
は
そ
れ
に
呪
力
を
認

め
、
そ
れ
を
確
信
す
る
事
に
擦

っ
て
類
感
呪
術
的
に
大
地
の
多
産
た
る
穀
物
の
豐

饒
を
所
願
し
た
の
で
あ
る
。

『
詩
經
』
に
於
い
て
も
魚
は
豐
年
の
象
徴
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
魚
を
宗
廟
に
享

祀
し
て
穀
物
の
豐
饒
を
所
願
す
る
豫
祝
儀
禮

の
樂
歌
で
あ
る
潛
篇
に
最
も
よ
く
衷

わ
れ
て
お
り
、
引

い
て
無
羊
篇
の
如
く
、
衆
魚
が
豐
年
を
象
徴
す
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。

次
で
そ
れ
は
直
接
的
に
は
獲
魚
や
豫
祀
儀
禮
、
穀
物

の
豐
饒
等
を
謠

っ
て
は
い

な
い
が
、
所
年
祭
の
後
の
宴
會
に
謠
わ
れ
た
詩
が
あ
る
。
魚
麗
篇
、
魚
藻
篇
が
そ

れ
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
爾
、
こ
れ
等
の
詩
に
は
魚
が
穀
物

の
豐
饒
を
齎
し
て
く
れ

る
事

へ
の
強
い
確
信
が
あ

っ
た
。

又
、
魚
は
そ
の
多
産
か
ら
女
性
の
生
殖
能
力
を
象
徴
し
、
古
代
中
國
人
の
性
器

信
仰
等
か
ら
筍
等
は
そ
の
形
態
が
女
性
性
器
に
似
て
い
る
事
か
ら
女
性
の
象
徴
と

な
る
。
衡
門
篇
で

「
食
魚
」
が

「取
妻
」
を
意
味
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
し
、

又
、
郡
風
谷
風
篇
の
如
く
に

「
母
逝
我
梁
、
毋
發
我
筍
」
と
あ

っ
て
、
私
(女
性
)

に
近
づ
く
な
、
私
に
觸
れ
る
な
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
は
總
て
魚
の
有
す
る
呪
力
が
齎
し
た

『詩
經
』

へ
の
影
響
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
圖
化
す
る
と
左
記
の
如
く
に
な
る
。



農
耕
儀
禮

(王
事
)
ー
1
獲
魚
」

祭
魚

魚
の
呪
力

(多
産
等

)

一
所
年
祭

・
收
獲
祭
ー

女
性
の
多
産
一
T
(『靆

』Y

癖

鬱

)

注
ω

こ
れ
か
ら
論
ず
る
事
に
少
し
く
關
係
の
あ
る
所
年
に
就
い
て
の
詩
に
例
を
と
る
な

ら
ば
、

『史
記
』
滑
稽
列
傳
に
淳
于
髭
が
見
聞
し
た
も
の
で
、
道
の
傍
ら
で
田
地

の
豐
作
を
所
願
し
て
い
る
農
夫
が
謠

っ
て
い
た
も
の
と
し
て
、

「甌
窶
滿
篝
、
汗
邪

滿
車
、

五
穀
蕃
熟
、
穣
穣
滿
冢
」
と
あ
る
。

こ
の
詩
に
就
い
て

『會
注
考
置
』
は

錢
大
听
の
言
を
引
き
、

「甌
窶
滿
篝
、
汗
邪
滿
車
、
五
毅
蕃
熟
、
穣
穣
滿
家
四
句
、

不
獨
車
與
家
韻
也
、
甌
窶
與
篝
韻
、
汗
邪
與
車
韻
、
穀
與
熟
韻
、
蕃
與
滿
韻
、
穣
穣

重
文
、
亦
韻
、
五
與
車
家
亦
韻
、
蓋
無

一
字
虚
設
矣
」
と
言
う
。
こ
の
詩
の
四
句
十

六
字
は
そ
れ
ぞ
れ
總
て
韻
を
ふ
ん
で
い
る
。
又
、

「道
傍
有
禳
田
者
」
が

「祝
日
」

と
あ
る
所
か
ら
、
こ
の
豐
饒
を
所
願
す
る
謠
は
呪
謠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②

松
本
雅
明
博
士
は

『詩
經
諸
篇
の
成
立
に
關
す
る
研
究
』
に
於
て
、

「
興
は
基
本

的
に
は
、
そ
れ
自
身
完
結
し
た
自
然
の
描
寫
に
よ
っ
て
氣
分
を
釀
成
し
、
そ
の
氣
分

を
と
ほ
し
て
主
文
を
ひ
き
お
こ
す
も
の
で
あ
る
。

・…
・す
な
は
ち
興
の
本
質
は
、
氣

分
象
後
に
あ
る
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。」
(
一
〇
七
頁
)
と
論
じ

て
お
ら
れ
る
が
、

「興
」
詞
を
「氣
分
象
徴
」
と
さ
れ
る
他
は
、從
來
の

「興
」
詞
に
關
す
る
観
の
埓
外
に

は
出
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
赤
塚
忠
博
士
は
「古
代
に
於
け
る
歌
舞
の
詩
の
系
譜
」

(『
日
本
中
國
學
會
報
』
三
、
昭
二
七
)
に
於
て
、
「斯
く
見
れ
ば
詩
經
中
の
興
物
の
草

が
元
來
呪
物
で
あ
り
興
詞
は
呪
詞
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
興
詞

は
元
宗
数
觀
念
を
前
提
と
し
切
烈
直
接
な
所
願
の
情
を
表
は
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で

之
を
根
抵
と
し
て
呪
物
觀
念
の
移
る
が
如
く

一
層
詩
的
な
展
開
を
塗
げ
た
も
の
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」
(
四
〇
頁
)
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
此
こ
に
初
め

『
詩
經
』

に
於
け
る
魚

の

「
興
」
詞
と
そ

の
展
開

に
就

い
て

て

「興
」
詞
か
宗
教
的
觀
念
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
そ
の
起
原
が
呪
詞
で
あ
る
事
ボ
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
同
樣
に
白
川
躑
博
士
も

「興
的
發
想
の
起
原
と
そ
の
展
開
」
(『立

命
館
文
學
』

一
八
八
、
昭
三
六
)
に
於
て
、

「
二
肖
に
し
て
い
え
ば
、
興
的
發
想
は

原
始
的
な
心
性
の
う
ち
に
呪
的
發
想
と
し
て
成
立
し
、
そ
う
い
う
轡盃
畝的
心
意
の
衰

落
す
る
と
と
も
に
情
緒
的
に
詩
想
を
導
く
發
想
へ
と
變
質
し
て
い
っ
た
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。」
(四
〇
頁
)
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
爾
、
此
小
論
を
書
く
に
あ
た

り
、

一
々
明
記
し
な
か
っ
た
が
赤
塚
先
生
の
御
激
投
に
撮
っ
た
部
分
が
有
る
の
で
附

記
す
る
。

③

中
國
科
學
院
考
古
研
究
所

『新
中
國
の
考
古
收
獲
』

(
=

一三
圖
)

④

『禮
記
』
月
令
篇
に

「孟
春
之
月
、
天
子
衣
青
衣
、
服
蒼
玉
」
と
有
る
。

⑤

王
引
之
は
「
維
獪
與
也
、
及
也
、
詩
無
羊
目
、
:
…
是
下
維
字
訓
爲
與
、
與
上
維

字
異
義
也
」
(『經
傳
釋
詞
』
卷
三
)
と
言
う
。

ゆ
め
う
ら

⑥

「夢
占
」
に
つ
い
て
は
、
『
周
書
』
に
「大
似
夢
見
商
之
庭
産
棘
。
大
子
發
取
周
庭

之
梓
樹
於
闕
。
梓
化
爲
松
柏
械
柞
、
寐
覺
、
以
告
文
王
。
文
王
乃
召
大
子
發
、
占
之

于
明
堂
。
王
乃
太
子
發
、
並
拜
吉
夢
、
受
商
之
大
命
于
皇
天
上
帝
」
と
あ
り
、
又
、

『東
觀
漢
記
』
に
「諸
將
勸
光
武
立
、
乃
召
馮
異
、
上
目
、
我
夢
乘
龍
上
天
。
覺
悟
、

心
中
動
悸
、
異
因
下
席
再
拜
賀
日
、
此
天
命
發
於
精
紳
、
心
中
動
悸
、
大
王
重
愼
之

性
也
、
異
趣
與
諸
諸
將
定
議
、
上
奪
號
」
と
あ
る
。
此
等
の
例
か
ら
考
え
る
に
、
古

代
中
國
人
は
夢
占
に
關
す
る
夢
は
、
上
帝

の
禪
意
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
で
あ
る
か
ら

『禮
記
』
曲
禮
下
に

「天
子
建
天
官
、
先
六
大
、
日
、
大
宰
大
宗

大
史
大
靦
大
士
大
卜
、
典
司
之
典
」
と
有
り
、
疏
に
「
與
大
靦
大
卜
相
相
連
、
皆
主

祚
之
士
、
故
御
仕
也
」
と
有
る
の
で
あ
る
。

⑦

宇
野
圓
空
博
士
は

『
マ
ラ
イ
シ
ア
に
於
け
る
稻
米
儀
禮
』
の
事
例
二
〇
に
於
い
て

「
(夢
で
)
小
魚
を
澤
山
捕
っ
た
の
を
見
る
と
吉
兆
で
、
選
ん
だ
土
地
を
畑
に
す
る
こ

と
に
定
め
、
夢
に
見
た
も
の
を
稻
魂
と
す
る
」
と
い
う
習
俗
を
報
告
し
て
お
ら
れ
る

が
、
此
の
例
は
正
に
此
の
詩
と
呼
應
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑧

郭
沫
若
氏
は
「鮴
印
鰥
亦
部
蘇
」
(『兩
周
金
文
辭
大
系
孜
釋
』
二
四
一
頁
)
と
言

四
五



日
本
中
國
學
會
報

第
二
十
七
集

う
。
又
、
王
國
維
も

「史
頌
敦
跋
」
で

「古
文
鯀
字
作
餘
、
从
木
、
…
則
鰥
之
爲
蘇

信
矣
、
小
篆
譌
木
作
禾
」
(『觀
堂
集
林
』
別
集
卷
二
)
と
言
う
。

⑨

王
念
孫
は

「酥
者
、
鄭
注
樂
記
云
、
更
息
日
蘇
、

孟
子
梁
恵
王
篇
引
書
后
來
其

蘇
、
蘇
與
鯑
逋
」
(『廣
雅
疏
證
』
卷

一
下
)
と
言
う
。

⑩

後
世
、
此
の
魚
か
有
す
る
呪
力
と
儀
禮
等
が
忘
れ
去
ら
れ
て
も
、
魚
と
農
耕
儀
禮

の
一
環
で
あ
る

「所
雨
」
と
の
關
係
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
譯
で
は
な
か

っ
た
ら
し

い
。
例
え
ば

『西
京
雜
記
』
に
は

「
昆
明
池
刻
石
爲
魚
、
莓
雷
雨
、
魚
嘗
鳴
吼
、
馨

尾
皆
動
、
漢
代
所
雨
、
往
往
有
験
」
と
有
り
、
『邇
異
記
』
に
も

「
關
中
有
金
魚
紳
、

云
周
夲
王
二
年
十
旬
不
雨
、
遣
祭
天
瀞
、
俄
而
生
湧
泉
、
魚
躍
出
而
降
雨
」
等
の
記

載
が
あ
る
。

⑪

朱
駿
聲
は

「麗
段
借
爲
羅
」
(『通
訓
定
聲
』)
と
言
う
。

⑫

馬
端
辰
は

「按
、
朱
子
集
傳
日
、
有
獪
多
也
、
其
説
是
也
、
観
文
驪
秉
有
也
、
廣

雅
朧
有
也
、
隴
一晋
近
厖
、
璽
軅
厖
有
也
、
厖
訓
雑
、
與
多
義
近
、
又
訓
爲
右
丶
則
有

亦
多
也
」
(『傳
箋
逋
釋
』
卷
十
七
)
と
言
う
。

⑬

林
義
光
は
「
偕
、
王
念
孫
云
、
廣
雅
云
、
皆
嘉
也
、
皆
與
偕
古
字
通
…
…
偕
亦
嘉

也
、
語
文
轉
耳
」
(『
逋
解
』)と
言
う
。

⑭

『廣
雅
』
釋
詁
に
「時
善
也
」
と
あ
り
、
王
念
孫
は

「時
者
、
小
雅
頻
辨
篇
、
爾

殺
既
時
、
毛
傳
云
、
時
善
也
、
爾
殺
既
時
、
獪
言
爾
骰
既
嘉
也
、
維
其
時
矣
、
獪
言

維
其
嘉
矣
也
」
(『
疏
證
』)
と
言
う
。

⑮

『古
霽
虚
字
集
釋
』
に
「在
猫
於
也
、
詩
小
雅
魚
藻
、
魚
在
在
藻
」

(卷
入
)
と

言
う
。

⑯

陳
奐
は

「樊
光
注
、
璽
雁
引
詩
有
貴
其
首
、
責
與
頒
通
、
頒
與
墳
義
又
合
也
」

(『傳
疏
』
卷
二
十
二
)

と
言
い
、

林
義
光
は

「按
蹟
爲
肥
、
頒
肥
雙
聲
饗
轉
、
桃

夭
、
有
賁
其
實
、
薺
文
華
、
騨
羊
墳
首
、
賁
墳
亦
皆
蹟
爲
肥
、
頒
費
墳
古
同
晋
」

(『
逋
解
』)
と
言
う
。

⑰

『中
國
倫
理
思
想
の
淵
源
』
五
一
頁
。

⑱

收
獲
祭
の
樂
歌
に
就
い
て
言
う
な
ら
ば
、
豐
年
篇
に

「豐
年
多
黍
多
徐

亦
有
高

四
六

廩
萬
億
及
称

爲
酒
爲
醴

烝
昇
租
妣

以
洽
百
禮

降
幅
孔
皆
」
と
有
り
、

毛

序
は
此
詩
を

「豐
年
秋
多
報
也
」
と
し
て
、
秋
冬
に
行
う
農
耕
儀
禮
の
詩
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
更
に
朱
鯊
は

「此
秋
多
報
賽
田
事
之
樂
歌
、
蓋
祀
田
租
先
農
方
肚
屬

也
、
言
其
收
入
之
多
、
至
於
可
以
供
祭
祀
備
百
禮
、
而
紳
降
之
幅
、
將
偏
也
」
と
言

う
。
朱
寮
が
此
詩
を
收
獲
祭
に
於
け
る
樂
歌
で
あ
る
と
す
る
の
は
當
を
得
て
い
る
と

思
う
。
收
獲
祭
に
於
て
は
此
詩
に
「爲
酒
爲
醴
」
と
有
る
如
く
、
酒
及
び
醴
を
田

狙
、
先
農
、
四
方
、
肚
に
供
し
、
後
に
盛
大
な
宴
會
を
行
う
の
で
あ
る
。
か
く
考
え

て
來
る
と
、
豐
年
篇
は
收
獲
祭
に
於
け
る
樂
歌
で
あ
り
、
魚
麗
篇
、
石
鼓
文
は
農
耕

儀
禮
の
後
の
宴
會
に
於
け
る
樂
歌
で
あ
る
事
が
理
解
し
得
る
と
思
う
。

⑲

歌
垣
の
詩
に
つ
い
て
は
金
田
純

一郎
先
生

「
唱
和
方
式
の
婚
俗
に
つ
い
て
」

(京

都
女
子
大
學
紀
要

一
三
～
一
六
號
)
に
詳
細
で
あ
る
の
で
、
此
で
は
論
じ
な
い
。
又

土
橋
寛
博
士

『古
代
歌
謠
と
儀
禮
の
研
究
』
(岩
波
)

に
も
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
唯
、
歌
垣
は
農
耕
儀
禮
に
於
け
る
豫
祝
儀
禮
で
あ
っ
て
、
此
の
衡
門
の
詩
も
、

衡
門
で
行
わ
れ
た
春
の
豫
漑
儀
禮
で
あ
る
歌
垣
を
歌

っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑳

白
川
靜
博
士
は

『詩
經
1
ー
中
國
の
古
代
歌
謠
』
に
於
て
、

「陳
風
の
衡
門
や
曹

風
の
候
人
に
は
、
さ
き
に
迹
べ
た
よ
う
に
魚
を
食
ら
う
と
い
う
表
現
で
女
性
と
の
交

渉
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
魚
は
、
小
雅
の
南
有
嘉
魚
や
魚
藻
そ
の
他
の
祭
事
詩

に
祀
靈
と
の
關
係
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
魚
や
水
は
ま
た
女
性
と
の

關
係
を
示
す
語
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
關
逋
は
、
民
俗
學
的
な
課
題
と
し
て
な
お
殘
さ

れ
て
い
る
。」
(
=
三

頁
)
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
此
迄
論
じ
て
來
た
事
で
明
ら

か
な
如
く
、
魚
と
女
性
と
は
そ
の
多
産
性
と
い
う
點
で
類
感
呪
術
的
に
結
ば
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
爾
、
水
と
女
性
と
の
關
係
に
就
い
て
も
、
魚
と
女
性
の
關
係
と
同

樣
、
水
と
大
地
の
大
産
を
所
る
農
耕
儀
禮
と
女
性
の
多
産
と
い
う
點
で
類
感
呪
術
的

に
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
問
題
に
關
し
て
は
後
日
論
じ
た
い
と
思
う
。

⑳

目
加
田
誠
博
士
は

「毛
傅
に
は
道
を
樂
し
み
飢
を
忘
れ
る
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
之

は
鄭
玄
の
や
う
に
瘰
に
よ
ん
で
飢
を
療
す
と
解
す
可
き
で
あ
る
。
韓
詩
外
傳
に
療
に

作
る
。
読
文
に
療
は
治
也
。
或
は
療
に
作
る
と
。
療
に
作
る
は
三
家
既
で
あ
る
。
釋



文

に
樂

、
本
瘰

に
作

る
と
、
唐

の
石
經
始
め
樂

に
作
り
、
後

、
箋
の
説

に
從

っ
て
療

に
改

め
た
」
(
『
詩
經
i

譯
注
篇

』
四
入
三
頁

)
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

⑳

目
加
田
誠
博
士
は

「筍
を
設
け
て
魚
を
捕
え
る
こ
と
は
い
つ
も
結
婚
を
象
徴
す

る
」
(『詩
經
ー
i
譯
注
篇
第

一
』
三
七
五
頁
)
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
筍

は
そ
の
形
態
か
ら
女
性
性
器
を
連
想
せ
し
め
、
女
性
性
器
の
象
徴
で
あ
る
か
ら
で
あ

り
、
筍
で
魚
を
捕
え
る
と
い
う
事
は
、
直
接
的
に
は
男
女
の
性
行
爲
を
意
味
し
、
引

い
て
女
性
が
男
性
を
得
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る
よ
う
に
爲
る
の
に
他
な
ら
な
い
。

此
は
性
殖
器
に
擦
っ
て
象
徴
さ
れ
る
自
然
の
生
産
力
斗
豐
饒
力
に
對
す
る
性
殖
器
信

仰
が
源
流
で
あ
る
。

(此
の
點
に
就
い
て
は
小
口
偉

一、
堀

一
郎
監
修

『宗
歡
學
辭

典
』

(東
大
出
版
)
性
器
崇
拜
の
條
に
、
そ
の
起
原
、
魚
と
動
物
と
多
産
、
農
耕
肚

會
と
女
性
等
の
問
題
を
論
じ
て
詳
細
で
あ
る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
)
夊
、
そ
れ
に
就

い
て
加
藤
常
賢
博
士
は
「書
沚
及
瓧
考
I
l
併
せ
て
助
徹
の
名
義
に
及
ぶ
」
(『肚
會

學
』
九

・
昭
十
八
)
に
於
て
、

「郊
媒
の
記
録
は
禮
記
月
令
に
あ
っ
て
、
既
に
郭
氏

の
引
い
て
居
る
所
で
あ
る
が
、
便
宜
上
全
文
を
引
く
と

『仲
春
之
月
…
…
是
月
也
玄

鳥
至
、
至
之
日
、
以
大
牢
祠
于
高
媒
馬

天
子
親
往
、
后
妃
九
嬪
御
、

乃
禮
天
子
所

御
、
帶
以
弓
鞨
、
投
以
弓
矢
于
高
髞
之
前

(王
居
明
堂
禮
日
帯
弓
鞨
禮
之
謀
下
)』

と
あ
る
も
の
が
部
ち
そ
れ
で
あ
る
。
此
高
謀
は
生
民
の
詩
の
鄭
箋
に
は
郊
祺
に
作

っ

て
居
る
。
思
ふ
に
此
謀
瀞
か
郊
に
在

っ
た
か
ら
郊
謀
と
謂
っ
た
と
も
考

へ
ら
れ
る
。

た
と
へ
郊
た
あ
っ
て
も
事
實
は
交
媒
と
書
く
の
か
此
騨
の
性
質
を
明
か
に
す
る
も
の

で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
と
謂
ふ
の
は
、
此
月
令
の
記
事
に
見
え
る
如
く
、
弓
鞨
を
帶

ぶ
女
に
弓
矢
を
授
與
す
る
は
、
象
徴
的
な
儀
禮
と
な
っ
て
居
る
が
、
此
儀
禮
に
よ
っ

て
も
推
測
し
得
る
如
く
、
原
始
的
意
味
は
瓧
紳
帥
ち
牡
器
聯
に
子
を
求
め
る
交
合
の

象
微
的
行
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
郭
沫
若
氏
は
此
處
で
事
實
上
野
合
し
た
と
解
し

て
居
る
」
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
す
る
と
瓧
紳
と
は
男
性
性
器
の
瀞
格
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
弓
髑
は
女
性
性
器
の
、
又
、
弓
矢
は
男
性
性
器
の
象
戳
で
あ
り
、
月
令
の

記
事
は
男
女
交
合
の
摸
倣
儀
禮
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

⑬

グ
ラ
ネ
ー
は

「農
村
共
同
體
の
會
合
は
、
さ
か
ん
な
大
亂
痴
氣

(o茜

ω)
に
存
す

る

の
で
あ

っ
て
、
家

の
團
結
と
政
治
的
團
結

の
力

は
と
も

に
こ
こ
に
お
い
て
確
認
さ

れ
る

の
で
あ

っ
た
。
男
と
女

の
仕
事

の
交
代

を
支
配

し
て
ゐ

る
リ
ズ

ム
の
節

々
に
位

置
し
て
ゐ
る
こ
の
大
亂
痴
氣

は
、
大
き
な
性
的
お
ま

つ
り

の
性
格
を
も
ち
、

こ
こ
で

婚
姻
的
交
換

が
行

は
れ

こ
れ

に
よ

っ
て
各
集

團
は
他

の
人
質
を

た
え
ず
所
有
し
、

か

つ
己
が
派
遣
者
を
他

に
使

は
す

の
で
あ

っ
た
。
農
民
協
和

の
こ
れ
ら

の
お
ま

つ
り

は

同
時

に
結
婚

の
お
ま

つ
り

で
あ
り
、

豐
年

の
お
ま

つ
り

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら

は
田
畑

の
勞
働

の
拍
子
を
う
ち
、
將
來

の
成
功
を
斫
り
、
遏
去

の
上
首
尾

を
た
た

へ
る
と
同

時
に
、
ま
た
大
き

な
農
事

の
お
ま

つ
り
で
あ

っ
て
、
そ

こ
に
は
食
物

の
大
亂
痴
氣
が

性
的
大
亂
痴
氣

に
相
交

る
の
で
あ

っ
た
。
…
…
公
共

の
ま

つ
り
と
家

の
ま

つ
り
、

先

租

の
ま

つ
り
と
地
所

の
ま

つ
り
、
し
か
も
天

の
ま

つ
り

さ

へ
も
、
人
間

の
自
然

の
豊

年

の
お
ま

つ
り

か
ら
、
出
た
も

の
で
あ
り
、
す

な
は
ち
瓧
會
意
識

の
起
る
と
と
も

に

家
庭
的
精
紳
が
最
も
力
強
く
現
れ
て
ゐ
た
お
ま

つ
り

か
ら
出

て
ゐ

る

の

で

あ

る
」

(『
支

那
人

の
宗
激
』

一
六
頁
)
と
論
じ
て

い
る
。

『
詩
經
』

に
於
け
る
魚

の

「
興
」

詞
と
そ

の
展
開

に
就

い
て

四
七


